
男性相談員養成事業 【静岡市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ８９ 千円

交付金額 ４４ 千円

事業番号 ５

男性の相談窓口は女性のそれと比較して少なく、男性の悩み等を受ける
相談機関の整備・拡充が求められる。
静岡市は、徐々に相談件数が増加しているが現状相談員が５人体制であ
り、各相談員の負担が大きく、事業拡大や相談員の突発的な事情への対
応も困難である。

静岡県、県内中部の自治体、市認定男女共同参画団体等

性別役割分担意識に縛られ悩みを抱えている男性の孤独・孤立解消の
ため、相談回数拡充に向けた新規相談員の育成及び人間関係、仕事、生
き方などについて相談を受けるスキルの向上を図ることで、相談しやすい
環境を整備する。
・講座の内容を理解できた人の割合（受講者アンケート） 80％（達成）
・研修等実施回数 ３回（達成）

新しく相談員となった方への継続的な補助や研修などが必要である。講座の内容を理解できた人の割合（受講者アンケート） 100％（達成）
研修等実施回数 ３回（達成）

令和５年度静岡県と共催で県内在住男性（自認）を対象に男性相談員養
成講座を実施した。その中から、新規の男性相談員の担い手を確保し、相
談員の実践スキルを向上させるために、OJT指導、相談事業に関わる知
識を学べる研修、日頃の相談業務での悩みなどを専門知識を有する方に
スーパーバイザーとしてアドバイスを受ける場を設けた。



事業の概要

困難や悩みを抱える男性の相談を受ける新規の男性電話相談員の育成を実施した。
・相談員のOJT指導

新しい相談員のフォローやフィードバックができる体制を作るため、１回の相談に対して
２名体制で相談事業を行った。（５または６回/人）
・研修

市男性電話相談員・その他関係者を対象に、相談事業に関わる知識を学べる研修を年
1回実施した。
・SV
新しく市男性電話相談員となった方への支援として、日頃の相談業務での悩みなどを

専門知識を有する方にスーパーバイザーとしてアドバイスを受ける場を年2回設けた。
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